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TEACCH理論とは？

• TEACCHとは、「Treatment and Education 
of Autistic and related Communication-
handicapped CHildren」の略で、「自閉症及び、
それに準ずるコミュニケーション課題を抱える子
ども向けのケアと教育」という意味です。

• - 1970年代にノースカロライナ大学で開発

• - 自閉症スペクトラム（ASD）の支援プログラム

• - 個々の特性を尊重し、構造化された環境を提供



ASD（自閉症スペクトラム障害）の特性



ASDとは？

• - 自閉症スペクトラム障害（Autism 
Spectrum Disorder）の略

• - 社会的コミュニケーションの困難さ、行動
のこだわりや感覚過敏などが特性



ASDの主な特性

• - 社会的コミュニケーションの困難

• - 行動や興味のこだわり

• - 感覚の過敏・鈍麻



社会的コミュニケーションの困難

• - 相手の気持ちを理解するのが苦手

• - 目を合わせない、会話のキャッチボールが
難しい

• - 状況に応じた適切な表現が難しい



行動や興味のこだわり

• - 特定の物事に強い興味を持つ

• - 同じ行動を繰り返す（例：手をひらひらさ
せる、同じ道を通る）

• - 予定やルールの変化を嫌う



感覚の過敏・鈍麻

• - 音、光、匂い、触覚などに敏感

• - 逆に痛みや温度変化に鈍感なこともある

• - 感覚の特性が行動に影響を与えることがある



ASD児童の強み

• - 細かい部分に気づく

• - 高い記憶力を持つことが多い

• - 得意な分野では高い集中力を発揮する



ASD児童の困りごと

• - 予測できない状況に不安を感じる

• - 他者との関係構築が難しい

• - 言葉での指示が理解しにくい



ASD支援の基本

• - 視覚的支援を活用する

• - 環境を構造化する

• - 一貫したルールと予測可能なスケジュール
を作る



TEACCHの基本概念



TEACCH理論の基本概念

• - 物理的構造化: 環境の整理

• - 時間の構造化: 予定を視覚的に明確化

• - 活動の構造化: 手順の提示

• - 視覚的支援: 絵カード、チェックリストの活用



構造化とは？

• - ASD児童が理解しやすい環境を作ること

• - 予測可能なルーチンを作り、不安を軽減

• - 自立を促すための仕組み



物理的構造化



物理的構造化とは？

• - 環境を整理し、目的別にエリアを明確化

• - 学習、遊び、休憩のスペースを分ける

• - 視覚的な手がかりを配置



物理的構造化の具体例

• - 机の配置を一定にする

• - 個別学習エリアとグループ活動エリアの分離

• - ラベルや色分けでエリアを明確化







時間の構造化



時間の構造化とは？

• - 1日の流れを明確にする

• - 予測可能なスケジュールを提示

• - 活動の開始・終了を明示



時間の構造化の具体例

• - 視覚的スケジュールを作成（写真、絵、文字）

• - タイマーや時計を活用

• - 活動ごとの時間配分を固定



時間の構造化



時間の構造化



時間の構造化



時間の構造化



活動の構造化



活動の構造化とは？

• - 何をするか、どのように進めるかを明示

• - 一貫した手順で指示を提示

• - 自立して作業できる環境を作る

①どんな活動（学習や作業）をするのか
②どのくらいの時間、あるいは量の作業や活動をするのか
③その課題や活動はいつ終わるのか
④終わった後は何をするのか、何をしてもよいのか



活動の構造化とは？



活動の構造化の具体例

• - 作業手順のリストを作成

• - チェックリストの活用

• - 完了したことが分かるように工夫



活動の構造化



視覚的支援



視覚的支援とは？

• - 言語情報だけでなく、

視覚的手がかりを提供

• - ASD児童の理解を助ける

• ツールとして活用



視覚的支援の主な目的

• - 指示の理解を助ける

• - 予測可能性を高め、

不安を軽減

• - 自立を促す



視覚的支援の種類

• - 視覚的スケジュール

• - 絵カード（PECS）

• - チェックリスト

• - 色分け・シンボル活用



視覚的スケジュールとは？

• - 1日の流れを明確にする

• - 活動の開始・終了を明示

• - 児童の見通しを持たせる



視覚的スケジュールの具体例

• - 写真や絵カードを用いたスケジュール

• - 時計やタイマーを活用

• - 個別に調整可能な形式



視覚的支援



視覚的支援



視覚的支援



絵カード（PECS）とは？

• - 言語が苦手な児童に有効

• - 選択肢を明確にする

• - 具体的な行動を促す



PECSの活用方法

• 1. コミュニケーションの方法

• 2. 距離と持続性

• 3. 絵カードの弁別

• 4. 文構成

• 5. 応答による要求

• 6. コメント



視覚的支援



チェックリストとは？

• - 何をすべきかの順序を視覚化

• - 完了状況を確認しやすい

• - 自立した行動を促す



チェックリストの具体例

• - 朝の準備リスト

• - 授業の持ち物リスト

• - 活動ごとのタスク管理



色分け・シンボル活用とは？

• - 情報を直感的に伝える方法

• - ASD児童が情報を処理しやすくする



色分け・シンボル活用の具体例

• - 赤＝やめる、緑＝進む

• - マークやアイコンを活用

• - 文字が読めない児童にも有効



視覚的支援の効果

• - 不安の軽減

• - 自立支援の促進

• - コミュニケーションの向上



視覚的支援を活用する際のポイント

• - 児童に合った方法を選ぶ

• - 一貫性を持って使用

• - 定期的に見直しを行う



支援の進め方



支援の進め方①：個別スケジュール

• - 児童の理解しやすい形式で作成

• - 写真・イラスト・文字などを活用

• - 1日の流れを具体的に示す



支援の進め方②：作業システム

• - 「何をするか」「どのようにするか」「終
わったらどうするか」を明示

• - 作業を視覚的に整理し、順序を明確化









支援の進め方③：環境設定

• - 適切な環境を用意し、支援のしやすさを向
上

• - 集中しやすいスペースを作る

• - 静かな環境を確保



支援の進め方④：行動の理解

• - 「困った行動」の背景を分析し、適切な対
応を考える

• - 行動の原因を特定し、支援方法を工夫する



支援の進め方⑤：
コミュニケーション支援

• - 児童が伝えやすい方法を提供

• - 絵カードやジェスチャーの活用

• - 言葉だけでなく、多様な支援を導入



家族の役割



TEACCHにおける家族の役割

• - 家族は支援の中心的な存在

• - 専門家との連携を強化し、一貫した支援を
行う

• - 子どもの成長と発達を促進する環境作り



家族と専門家の協力

• - TEACCHは「家族中心型アプローチ」を採用

• - 家庭と支援施設が情報共有を行い、統一した
支援を提供

• - 家庭でも実践できる方法を学び、継続的な支
援を行う



家庭における環境の構造化

• - 家庭でも物理的・時間的・活動的な構造化
を実施

• - 学習、遊び、休憩のエリアを明確に分ける

• - 家庭内のルーチンを一貫させ、予測可能性
を高める



時間の構造化のサポート

• - 1日の流れを明確にし、視覚的スケジュール
を活用

• - 活動ごとの時間を決め、開始・終了を視覚
的に提示

• - 予測可能なルーチンを作ることで安心感を
提供



活動の構造化のサポート

• - 何をするか、どのように進めるかを明示

• - 視覚的手がかりを利用し、子どもが自立し
て取り組める環境を作る

• - スモールステップで支援し、達成感を持た
せる



視覚的支援の活用

• - 言葉以外の手がかりを提供し、理解を助ける

• - 絵カード、スケジュール、色分け、チェック
リストを活用

• - 家庭と施設で一貫した方法を使用する



家族の関わり方①：
コミュニケーション支援

• - 子どもの理解しやすい方法で伝える

• - 言語だけでなく、ジェスチャーや視覚的手
がかりを活用

• - 子どもが表現しやすい環境を作る



家族の関わり方②：ストレス管理

• - ASD児童は環境の変化に敏感

• - 落ち着けるスペースを作る

• - 感覚過敏への配慮を行い、ストレス軽減の
工夫をする



家族の関わり方③：行動の理解

• - 「困った行動」の背景を考え、適切な対応
を工夫する

• - 一貫した対応を行い、子どもにとって予測
可能な環境を作る

• - ポジティブな関わり方を重視



家族の関わり方④：
日常生活の習慣作り

• - 生活の中で予測可能なルーチンを作る

• - 朝の支度や食事、入浴などのスケジュール
を明確化

• - 一貫性のある習慣を確立し、自立を促す
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